
まえがき

スルメイカ（Todarodes pacificus）は古くから北海道

の重要な漁業資源であるため，さまざまな試験研究の対

象となってきた。スルメイカの標識放流調査が初めて行

われたのは，1927年の北海道立水産試験場の調査とされ

ている１，２）。それ以来，スルメイカの標識放流調査は日

本周辺海域において非常に多く実施されてきた。その目

的は，回遊の解明，系群構造の検討，年齢成長の解析，

移動速度や死亡係数の推定など多岐にわたる。標識放流

調査の大きな成果の一つは，スルメイカが地域群の集合

ではなく，日本周辺海域を広く回遊することを明らかに

したことである３）。北海道周辺海域で漁獲対象となるス

ルメイカは，初夏に日本海と太平洋を北上回遊して来遊

し，秋以降，南下回遊して北海道周辺から移出していく

ことが明らかにされた３）。これらの成果は，スルメイカ

の漁況予測やその精度向上のための基礎的知見として不

可欠なものとなっている。

しかし，長年にわたって積み重ねられた重要な調査結

果は，多数さまざまな文献に断片的に記載されてきた。

これまでに，調査の概要や文献などの整理は進められて

きたが４，５），放流および再捕時の月日や位置などの詳細

な情報は充分に整理されていない。このため，スルメイ

カの移動例の全体像を把握することが困難な状況にある。

また，スルメイカは生まれた時期によって系群に分け

られ３），この系群別に回遊模式図３，６－８）が描かれてきた。

しかし，近年，平衡石の日周輪解析によって発生時期が

より正確に推定されたため，これに基づいて系群構造の

修正が提案されている９－11）。このため，新しい系群別に

回遊を整理する必要がある。

本報告では，1927～2000年に北海道立水産試験場が北

海道周辺海域で実施してきたスルメイカの標識放流調査

の結果を整理した。そして，平衡石の日周輪解析の結果

から提案された新たな群構造に対応させて，主な回遊経

路を検討した。さらに，スルメイカの移動方向や速度な

どの移動特性についても検討した。

材料および方法

報文番号　Ａ451（2009年12月９日受理）

* 北海道立釧路水産試験場（Hokkaido Kushiro Fisheries Experiment Station，Hama，Kushiro，Hokkaido，085-0024，

Japan）
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1927年から2000年の74年間に北海道立水産試験場が行

ったスルメイカの標識放流調査について，各種報告書１，

２，12－71）から放流時および再捕時の年月日と位置の情報を

調べた。この間に標識放流されたスルメイカは合計

255,033個体で，そのうち放流と再捕の月日と位置のデー

タがそろっていた再捕個体数は，日本海で５～11月に放

流された3,748個体，津軽海峡を含む太平洋で６～12月に

放流された2,857個体，合計6,605個体であった（Table 1，

2）。

位置情報の記述を以下のようなパターンに分け，緯度

経度で記載されていない情報を緯度経度に変換した。便

宜的に，位置情報の記述パターンによってデータの精度

を高，中，低の3段階に区分した。

緯度経度（例えば，北緯40度30分，東経140度47分）で

報告されているものは高精度データとした。地名と方位

と距離（例えば，余市シリパ岬北西沖５海里）のように，

理論上，海上の１点を示す記述パターンは，その点の緯

度経度に変換し，距離が50海里未満を中精度データ，50

海里以上を低精度データとした。地名と距離（例えば，

釧路沖３海里）のように，１点で指定できない記述パタ

ーンの場合は，その地名の位置に最も近い海上の緯度経

度10分格子の中央点の緯度経度に変換し，その距離が５

海里未満のときは中精度データ，５海里以上のときは低

精度データとした。地名のみ（例えば，函館沖）で記載

されている場合も，その地名の位置に最も近い海上の緯

度経度10分格子の中央点の緯度経度に変換し，中精度デ

ータとした。広範囲を示す地名（例えば，武蔵堆）で記

載されている場合は，その地名の中心付近に最も近い海

上の緯度経度１度格子の中央点の緯度経度に変換し，低

精度データとした。

まず，高精度および中精度の合計5,809個体のデータを

用いて，放流月別および再捕月別または旬別に集計し，

地図上に放流位置を黒丸で，再捕位置を放流位置から伸

ばした直線の末端で示した。作図にはマリンネット北海

道の標識・種苗放流情報管理システム（ESRI社製GISソ

フトArcViewを含む）を用いた。さらに，作成した月別

および旬別の図の中で移動方向や位置が似ている主要な

移動例を放流月別に一まとめにして図示し，主な再捕月

を記載する方法で放流月別の主要な回遊経路を示した。

次に，同じく高精度および中精度のデータを用いて，

スルメイカの移動方向を調べた。データを放流海域別に

日本海と太平洋に分けて集計し，放流位置を原点とした

グラフ上に再捕位置をプロットして示した。

さらに，放流してから再捕されるまでの直線移動距離

と経過日数から，１日の平均直線移動距離（以下，移動

速度とする）を推定した。ここでは，より正確に推定す

るために，高精度データの中でも，回遊経路を陸地に大

きくさえぎられない日本海で放流と再捕が行われた

735個体のデータのみを用いた。さらに，このうち５～

７月に放流され日本海の日本列島寄りを北と東の間の北

Table 1 Number of recaptured Todarodes pacificus tagged and released in the Sea of Japan around Hokkaido, 1927-
2000, in each month.

Table 2 Number of recaptured Todarodes pacificus tagged and released in the Pacific Ocean around Hokkaido, 1927-
2000, in each month.
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Fig.1 Map of the study area around Japan.
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東方向に移動したデータを北上回遊とし，８～９月に放

流され日本海を南から西の間の南西方向に移動したデー

タを南下回遊として便宜的に区別した。ただし，移動速

度が突出して速く算出されるデータは，誤った情報が含

まれている可能性が高いと判断し，解析から除外した。

結　果

１．放流月別の再捕状況

本研究で扱ったスルメイカの標識放流調査における放

流および再捕海域をFig.1に，放流月別の主要な回遊経路

をFig.2に示した。また，Fig.2を作成する元になった放

流月別および再捕月別または旬別の放流位置と再捕位置

の図は，末尾にAppend. 1～8として示した。

５月放流

５月に奥尻島南部沿岸と岩内沿岸で放流された個体は，

６～８月に積丹半島周辺や武蔵堆周辺など北海道西部日

本海（以下，道西日本海とする）の沿岸で再捕されたほ

か，９月にサハリン西部日本海の沿岸で再捕された

（Fig.2-a）。津軽海峡西口で放流された個体は，６～８月

に津軽海峡内で再捕されたほか，８月には三陸沿岸でも

再捕された。

６月放流

６月に津軽海峡の南西沖から積丹半島周辺までの日本

海沿岸で放流された個体は，６月に津軽海峡西口，津軽

海峡内，檜山から後志沿岸などで再捕された（Fig. 2-b）。

７～８月には道西日本海の沿岸から沖合，津軽海峡周辺，

青森県太平洋沿岸，三陸沿岸で再捕され，一部は放流位

置よりも南の大和堆周辺，佐渡島から山陰地方までの日

本海南部沿岸などでも再捕された。９～10月には道西日

本海沖合，三陸沿岸，北海道東部オホーツク海（以下，

道東オホーツク海とする）の沿岸でも再捕されたが，大

和堆周辺など北緯40度付近の日本海中央部と，さらにそ

の南の日本海南部沿岸で再捕されたものが多かった。12

月～翌年１月には山陰地方沿岸などで再捕された。

北海道東部太平洋（以下，道東太平洋とする）の沿岸

で放流された個体は，９～11月に津軽海峡東口で再捕さ

れた。

少ない移動例としては，津軽海峡西口と後志沿岸で放

流された個体が，それぞれ９月と10月に根室海峡で再捕

され，奥尻島北西沖で放流された個体が，８月下旬に日

高沿岸で再捕された（Append. 2）。また，津軽海峡西口

周辺で放流された個体が，放流後約半年の12月～翌年１

月に放流位置周辺で再捕された。

７月放流

７月に津軽海峡の西沖から積丹半島周辺までの日本海

沿岸で放流された個体は，７～８月には，主に放流位置

の北東の道西日本海沿岸，武蔵堆周辺，津軽海峡周辺な

どで再捕され，一部は放流位置よりも南の大和堆周辺で

も再捕された（Fig. 2-c）。９月には利尻・礼文島周辺，

武蔵堆周辺から大和堆周辺にかけての日本海沖合や山陰

地方沿岸で多く再捕された。10～11月には北緯40度以南

の日本海南部沖合から山陰地方沿岸など放流位置よりも

南での再捕が多かった。

留萌沿岸で放流された個体は，７～10月に天売・焼尻

島周辺，武蔵堆周辺，利尻・礼文島周辺，道西日本海沖

合などで再捕された。

積丹半島西方沖合から武蔵堆周辺で放流された個体は，

８～10月には大和堆周辺など北緯40度付近の日本海中央

部で多く再捕され，９～11月には北緯40度以南の日本海

南部沖合から山陰地方沿岸などで多く再捕された。

利尻島周辺で放流された個体は，７～９月には利尻・

礼文島周辺や武蔵堆周辺など放流位置周辺で再捕される

ものが多かったほか，９～10月には網走沿岸などのオホ

ーツク海でも少数再捕された。

サハリン西部沖合で放流された個体は，11～12月には

対馬周辺で再捕された。

沿海州沖合で放流された個体は，８月には放流位置周

辺，大和堆周辺など北緯40度付近の日本海中央部などで

多く再捕された。９～10月には北緯40度付近の日本海中

央部と朝鮮半島東部沿岸などで多く再捕され，10月には

対馬周辺などで再捕された。

襟裳岬南東および東方沖合で放流された個体は，８月

には主に道東太平洋沿岸で再捕され，９～10月には日高

沿岸，青森県太平洋沿岸，津軽海峡東口で再捕された。

比較的長距離の移動例としては，10月に房総半島周辺で，

翌年1月に壱岐周辺でも再捕された。

日高沿岸で放流された個体は，８～10月に津軽海峡周

辺で多く再捕された。

津軽海峡内から東口で放流された個体は，放流位置周

辺で再捕されるものが多かったが，それ以外では８～９

月に三陸沿岸で比較的多く再捕された。

珍しい移動例としては，津軽海峡内で放流された個体

が，11月に伊豆半島周辺で再捕され，礼文島北方沖合で

放流された個体が，８月にサハリン西部沖合の放流位置

より北で再捕された（Append. 3）。また，積丹半島周辺

から武蔵堆へ移動するパターンとして，沖合を北上する

移動例と，留萌沿岸などの沿岸域を経由して北上する移

動例の２通りがみられた。
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８月放流

８月に津軽海峡周辺で放流された個体は，放流位置周

辺で再捕されるものが多かったほか，８～９月に檜山沿

岸と奥尻島周辺などで再捕された（Fig. 2-d）。

積丹半島周辺で放流された個体は，８～９月に放流位

置周辺や武蔵堆周辺で再捕された。

武蔵堆周辺で放流された個体は，９～11月に北緯40度

付近の日本海中央部で多く再捕された。

サハリンと北海道の西部沖合から沿海州沿岸までの海

域で放流された個体は，９月には大和堆周辺など北緯40

度付近の日本海中央部で多く再捕された。10～11月には

日本海中央部のほか対馬周辺での再捕が多く，12月～翌

年１月には対馬周辺や五島列島周辺で再捕されるものが

多かった。

襟裳岬南方沖合で放流された個体は，８月に津軽海峡

東口で，９～10月に主に津軽海峡周辺で再捕されたほか，

10月には房総半島周辺でも再捕された。

日高沿岸で放流された個体は，９～10月に胆振沿岸か

ら津軽海峡周辺の海域と三陸沿岸などで再捕された。そ

の後の12月～翌年1月には津軽海峡周辺や隠岐周辺で再捕

Fig.2 Map showing the migratory pattern of the Todarodes pacificus tagged and released in the waters around
Hokkaido in (a)May, (b)June, (c)July, (d)August, (e)September, (f)October, (g)November and (h)December.
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されるものが多かった。

胆振沿岸で放流された個体は，８～11月に津軽海峡周

辺で再捕されるものが多かった。

色丹島南東沖合で放流された個体は，８～９月には放

流位置の南西の道東太平洋沖合で再捕された。

その他の珍しい移動例としては，色丹島南東沖合で放

流された個体が，翌年1月に山陰地方沿岸で再捕された

（Append. 4）。また，沿海州沖合で放流された個体が，９

月に檜山沿岸でも再捕された。

９月放流

９月に北海道西部沖合で放流された個体は，９月には

礼文島周辺や放流位置の南西の道西日本海沖合で再捕さ

れるものが多かったが，９～12月には北緯40度付近の日

本海中央部，朝鮮半島東部沖合，能登半島周辺から対馬

周辺までの日本海南部沿岸など，徐々に再捕される位置

が南東方向にシフトしていった（Fig. 2-e）。

津軽海峡周辺で放流された個体は，９月には放流位置

周辺で再捕されるものが多く，10～11月には檜山沿岸と

日高沿岸で再捕されるものが多かったほか，隠岐周辺で

も再捕された。翌年１月には能登半島周辺でも再捕され

た。

Fig.2 continued.
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その他の移動例として，留萌沿岸で放流された個体が，

９月に積丹半島周辺で，10月に天売・焼尻島周辺で，12

月に能登半島周辺で再捕された（Append. 5）。

10月放流

10月に道東太平洋沿岸で放流された個体は，10～12月

に胆振沿岸，津軽海峡周辺，八戸沿岸，三陸沿岸で再捕

された（Fig. 2-f）。

津軽海峡周辺，檜山沿岸，奥尻島周辺で放流された個

体は，10～12月に放流位置周辺で再捕されるものが多か

った（Append. 6）。

11月放流

11月に津軽海峡周辺で放流された個体は，11月には放

流位置周辺のほか，檜山沿岸などで再捕された（Fig. 2-g）。

12月には放流位置周辺と檜山沿岸のほか，三陸沿岸，隠

岐周辺，対馬周辺などでも少数再捕された。翌年１～３

月には三陸沿岸，佐渡島周辺から対馬周辺の日本海南部

Fig.3 Positions of the recapture point of tagged Todarodes pacificus from the release positions in the Sea of Japan off
Hokkaido in each month. The origins indicate the release point.
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沿岸，五島列島周辺で多く再捕された。

12月放流

12月に津軽海峡東口で放流された個体は，12月～翌年

１月には津軽海峡周辺で多く再捕されたほか，能登半島

周辺，三陸沿岸，隠岐周辺でも少数再捕された（Fig. 2-h）。

２月の再捕データはなかったが，３月には能登半島周辺

および対馬周辺で再捕された（Append. 8）。

２.  スルメイカの移動方向

スルメイカの移動方向を検討するため，放流位置を原

点としたときの再捕位置を，放流月別または旬別でプロ

ットし，日本海と太平洋で放流した代表的な図をそれぞ

れFig.3，4に示した。

日本海で５月～６月中旬に放流された個体は，８月ま

でに放流位置の北東で再捕されるものが多くみられ，そ

の後９～11月の再捕数は少なかったが，放流位置の南西

で再捕されるものがいくつかみられた。６月下旬～７月

中旬に放流された個体は，７～８月に放流位置周辺やそ

の北東で再捕されるものと，９～11月に南西で再捕され

Fig.4 Positions of the recapture point of tagged Todarodes pacificus from the release positions in the Pacific Ocean off
Hokkaido in each month. The origins indicate the release point.
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るものが共に多くみられた。７月下旬～９月に放流され

た個体は，北東で再捕されるものは少なくなり，９～12

月にかけて南西で再捕されるものが多くみられた。10～

11月に日本海で放流された個体の再捕数は少なかった。

放流位置の南西で再捕される時期は，放流時期が遅くな

るにしたがって少しずつ遅れていったが，おおむね放流

時期にかかわらず９月以降であった。また，移動距離は，

北方向のほとんどが緯度で４度以下であったが，南方向

は緯度で16度までみられた。

太平洋で６～７月に放流された個体は，８～11月に放

流位置の西で再捕されるものが多かったほか，８～９月

に南で，１月に南西でも再捕された。８～９月に放流さ

れた個体は10月までは放流位置周辺で再捕されるものが

多かったが，11月～翌年１月には南西で再捕された。10

月に放流された個体は，10～11月は放流位置周辺，11～

12月にその南西で再捕されるものが多くみられた。11～

12月に放流された個体は，12月までは放流位置周辺で，

翌年１～３月はその南西で再捕されるものが多くみられ

た。日本海で放流されたものと同じく，放流時期が遅く

なるにしたがって放流位置の南西で再捕される時期は少

しずつ遅れていったが，１月で再捕時期が重複していた。

また，放流時期にかかわらず，放流位置の北で再捕され

る個体は少なく，移動距離は緯度で2度以下であった。

３.  スルメイカの移動速度

日本海における北上回遊と南下回遊の移動速度をFig.5

に示した。北上回遊時の移動速度は１日に０～26㎞（約

0.0～14.0海里）の範囲にあり，モードは２～４㎞（約1.1

～2.2海里）であったが，０～12㎞（約0.0～6.5海里）が

９割以上を占めた。

一方，南下回遊時の移動速度は１日に０～42㎞（約0.0

～22.7海里）の範囲で，個体差が大きかった。モードは

10～12㎞（約5.4～6.5海里）であったが，４～32㎞（約

2.2～17.3海里）が９割以上を占めた。南下回遊時の移動

速度は，北上回遊時に比べて速かった。

考　察

１．秋季発生系群の回遊

平衡石の日周輪解析から推定された発生時期によって，

北海道周辺海域に分布する秋季発生系群72）は，５～９月

に襟裳岬以西の北海道南部太平洋から津軽海峡周辺の海

域（以下，道南海域とする）と道西日本海に分布するこ

とが示されている９－11）。このことから，これらの時期お

よび海域で標識放流された移動例をもとに，秋季発生系

群の主な回遊経路を検討した。

秋季発生系群の北海道周辺での主な回遊パターンは，

５～６月頃には津軽海峡西口周辺に来遊し，ここから道

西日本海を北上する経路と津軽海峡を東進する経路に分

かれる（Fig.6）。７～８月に津軽海峡内に分布し，さら

に三陸沿岸や日高沿岸に移動する群もあるが，これらの

移動例は比較的少ないため，津軽海峡周辺に滞留する群

が多いと考えられる。

一方，道西日本海を北上する群は，７～８月に道西日

本海の沿岸から沖合に広く分布する。ただし，積丹半島

周辺から武蔵堆周辺へ移動するときには，積丹半島から

北へ移動する沖合の経路と，積丹半島から留萌沿岸など

を経由する沿岸の経路があることも示唆される。北海道

よりも北のサハリン西部日本海でも，７～９月にスルメ

イカの分布が広く確認されていることから 73－75），これら

の海域まで北上する群も少なくないと考えられる。また，

宗谷海峡を東進し，９～10月に宗谷暖流域であるオホー

ツク海の北海道沿岸までの移動も若干みられる。しかし，

移動例が少ないことと，この海域の分布群の主体は冬季

発生系群と考えられていることから９－11），主要な回遊経

路とは考えにくい。

当系群の日本海での北上回遊は，対馬暖流による輸送

の影響を強く受ける３）。北海道周辺での対馬暖流は，津

軽海峡を東に流れる津軽暖流と道西日本海沿岸を北へ流

れる北上暖流に分かれる76）。この北上暖流の西の日本海

には，暖流の影響の少ない冷水域が広がる。８～９月頃

になると，秋季発生系群はこの対馬暖流の西の海域を南

西方向に回遊し，10～12月頃に日本海南西部から東シナ

海の対馬暖流域に形成される産卵場77）へ戻ると考えられ

る。

Fig.5 Migration speed of Todarodes pacificus released
and recaptured in the Sea of Japan. Northward
migration: released in the Sea of Japan during May
to July and recaptured in the Sea of Japan.
Southward migration: released in the Sea of Japan
during August to September and recaptured in the
Sea of Japan.
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これら秋季発生系群の回遊には，以前は冬季発生系群

と考えられてきたものが多く含まれるため９，10），本研究

によって新たな秋季発生系群の回遊パターンを示すこと

ができた。

２．冬季発生系群の回遊

平衡石の日周輪解析の結果から，北海道周辺海域に分

布する冬季発生系群78）は，８～10月に道東太平洋と道南

海域，10～11月に道西日本海と道東オホーツク海に分布

することが示されている９－11）。このことから，これらの

時期および海域で標識放流された移動例をもとに，冬季

発生系群の主な回遊経路を検討した。

当系群は対馬暖流と黒潮による輸送の影響を強く受け

て，それぞれ日本海と太平洋を北上回遊する３）。冬季発

生系群の中でも太平洋を北上する群については，平衡石

の日周輪解析によって群構造に大きな修正がなかったた

め９－11），回遊についてもこれまでの考え３，6，8）から大きな

変更はない（Fig.6）。これらの回遊の考えの根拠として，

本研究で集計した調査以外にも，冬季発生系群が太平洋

の東北沿岸から沖合までの海域を北上することを示した

報告 79－82），道東太平洋から静岡県伊豆半島周辺，和歌山

県紀伊半島周辺，高知県沿岸など太平洋を南へ移動する

ことを示した報告 82－84），道東太平洋から根室海峡や道東

オホーツク海に移動することを示した報告85，86），南部

千島周辺海域から北海道周辺の広い海域（オホーツク海，

日本海，太平洋の沿岸）を経由したのち，日本海の南部

へ移動することを示した報告84，87，88）などがある。

一方，日本海を北上する冬季発生系群に関しては，以

前，冬季発生系群とみなされていた６～９月頃に津軽海

峡や道西日本海沿岸に分布する群の多くが，平衡石日周

輪解析の結果，秋季発生系群に修正された９，11）。したが

って，冬季～春季に東シナ海で生まれ，日本海を北上す

る冬季発生系群の実態は不明となっている。本研究で集

積した標識放流調査結果からも，日本海を北上する冬季

発生系群の回遊を明らかにすることはできなかった。日

本海を北上する冬季発生系群については，サハリン西岸

などの日本海北部に分布するという考え73，74）のほか，９

～11月頃に道西日本海沿岸や津軽海峡周辺に分布する群

に，秋季発生系群よりも遅れて日本海を北上する冬季発

生系群が混在している可能性も指摘されている９，11）。こ

れらの問題を明らかにしていくためには，今後，日本海

を北上する冬季発生系群を採集できる調査を行い，これ

を対象とした標識放流調査を行う必要がある。

Fig.6に示した冬季発生系群の回遊は，以前は冬季発生

系群と考えられてきた日本海の回遊の多くが除かれた点

で，新たな回遊パターンになっている。

Fig.6 Migratory pattern of the autumn population (dotted
line and arrows), and winter population (solid line
and arrows) of Todarodes pacificus in the waters
around Hokkaido. (A) May to June, (B) July to
September, (C) October to December. Narrow lines
indicate migration of the small group.
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３.  スルメイカの移動特性

スルメイカの漁場形成や群の移動をより深く理解する

ためには，その回遊の方向や速度など，移動の一般特性

を明らかにする必要がある。日本海で放流されたスルメ

イカの再捕位置は，６～７月が主に放流位置の北東，８

月が主に放流位置周辺，９～11月が主に放流位置の南西

であった（Fig.3）。一方，太平洋で放流されたスルメイ

カの再捕位置は，８～11月が主に放流位置の西，11月～

翌年3月が主に南西であった（Fig.4）。

日本海のスルメイカが６～７月に北東に移動するのは，

前述のとおり対馬暖流の影響が大きいと考えられる。道

西日本海では，比較的水深の浅い大陸棚域に漁場が形成

されるため 89，90），北上回遊するスルメイカは大陸棚域な

ど水深の浅い海域に集群する特性があると考えられる。

漁場の一つである積丹半島周辺では，比較的大型の個体

がこの漁場に滞留するのに対し，小型個体はさらに北上

する回遊傾向が示唆されている91）。これらのことから，

スルメイカの北上回遊は，一まとまりの大きな群が移動

するのでなく，移動しながら漁場ごとに滞留する群と，

さらに北上する群に分かれていると考えられる。つまり，

体サイズに応じて分散分布するように回遊していること

が示唆される。スルメイカは大型個体が小型個体を捕食

する共食いが報告されている 92）。このため，スルメイカ

が体サイズに応じて分散分布することは，小型個体が大

型個体に捕食される機会を減らしている可能性も考えら

れる。

一方，太平洋のスルメイカの北への移動例は，日本海

のものに比べて少なかった。これは，太平洋を北上する

群への標識放流例が少ないことと，北海道が陸地として

スルメイカの北上を遮っていることが影響していると考

えられる。北上するスルメイカが，道南太平洋から道東

太平洋の沿岸に集積されることで，この海域に漁場が形

成されると考えられる。これらスルメイカの索餌回遊時

に，海流だけでなく自ら北へ向かって泳ぐ特性があるか

どうかについては明確ではない。しかし，太平洋では冬

季発生系群が黒潮北上暖水よりも北の親潮域である道東

太平洋沿岸や，さらにはオホーツク海にまで回遊するこ

と，また日本海では秋季発生系群が最北の間宮海峡付近

まで分布すること74，93）などから，スルメイカは自ら北方

へ向かって泳ぐ特性を持っている可能性がある。今後，

索餌回遊における餌環境の影響なども含めて検討する必

要がある。

スルメイカが産卵のための南下回遊を始めるきっかけ

は，成熟の進行と関係があると考えられている93，94）。ス

ルメイカを北海道周辺から産卵場のある日本海南部から

東シナ海77，95）まで輸送するような強い海流がないことか

ら，南下回遊はスルメイカ自らが産卵場へ向かって泳い

でいると考えられる。日本海の対馬暖流の西の冷水域を

南下するスルメイカは，まるで南西の一定方向へ移動し

ているようにもみえる（Fig.3）。しかし，スルメイカが

何を頼りにして産卵場へ戻るのかについては不明であり，

今後の生態学上の興味深い課題である。

太平洋のスルメイカは８～９月以降に，道東太平洋か

ら道南太平洋や三陸沖まで西方向へ移動する。南下回遊

の移動方向が南西ではなく西になる原因として考えられ

ることとして，スルメイカが親潮系水などの冷水域を移

動する特性を持っていることと86），沿岸の大陸棚域に沿

って移動する特性を持っていることが考えられる。つま

り，スルメイカの南下回遊は，主に方位と冷水域などの

海洋構造，さらに大陸棚などの海底地形の影響を受けて

いると考えられる。ただし，スルメイカの南下回遊には

津軽暖流に逆行して津軽海峡を西進する経路もあるため，

産卵場に戻るためのメカニズムは現段階では単純に説明

できない。

本研究では，過去の膨大な標識放流調査結果から，ス

ルメイカが約１年の生涯の中で，対馬暖流や黒潮という

暖流に強く影響されて北東に移動しながら分散分布した

のち，暖流域を避けて冷水域を南西に移動し，生活史の

最後に再び産卵場のある暖流域に移動することを検証す

ることができた。

本研究で移動速度を調べた日本海のスルメイカは，主

に秋季発生系群に属する９，11）。日本海におけるスルメイ

カ秋季発生系群の主な移動速度は，北上回遊時が１日に

０～12㎞（約0.0～6.5海里），南下回遊時が１日に４～32

㎞（約2.2～17.3海里）であった。これらの速度は過去の

報告75，93，96）と大きく異なるものではない。しかし，標識

放流調査から推定した移動速度の問題点として，直線距

離での計算であること，潮流の影響を含むこと，再捕情

報を研究者が直接確認できないことなどがある。特に，

スルメイカは北上回遊から南下回遊へと方向転換するた

め３），放流から再捕までの間に方向転換した場合に，移

動距離と移動速度が過小評価される。本研究で得られた

移動速度も過小評価されているデータが多いと考えられ

る。したがって，実際の移動速度は，前述の主要な移動

速度の範囲の中でも比較的速いものに近いと推察される。

スルメイカの移動速度は標識放流調査以外では推定さ

れていないが，スルメイカの近縁種のアルゼンチンマツ

イカ（Illex argentinus）では，複数の漁場のCPUEの変

化から同一群を特定することで，漁場間の移動速度が推

定されている97）。その結果では，スルメイカの南下回遊

に相当する産卵回遊時の１日の移動距離は，23 .2～

28.9㎞（約12.5～15.6海里）と報告されている。この値は
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本研究における主要な南下移動速度の範囲の中の比較的

速い値に一致している。

本研究によって明らかとなった季節発生系群別の回遊

パターンやその特性を基礎的知見として，今後，スルメ

イカの漁況予測の精度を向上させていきたい。
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